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総務違きを行え工いますので、と務局く?ごさい。
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緩
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間
i
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つ
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母
子
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A
T最
低
然
脇
陣
輯
聞
の
曲
吋
揃
剤
は
、
い
ず
れ
も
来
年
の
二
十
双
山
部
の
絡
ム
獄
後
総
資
格

醐
一
一
終
は
、
国
民
の
取
引
関
関
本
織
の
肉
附
朝
間
一
一
万
四
千
悶
吾
、
ム
ハ
万
}
月
か
ち
と
予
従
き
れ
い
て
い
ま
慨
期
間
関
が
二
十
関
係
か
ち
十
絡
ま

〕
町
一
上
や
物
価
の
上
回
升
な
ど
、
級
協
川

mm
に
e

す

。

で

制

組

曲

糊

さ

れ

て

い

ま

す

。

一円…
w
h
火
事
な
絞
殺
が
み
っ
た
場
合
。
滋
悶
均
年
金

u旦
融
緩
録
時
押
額
三
十
六
才
以
上
の
人
む
な
粉
、
務
在
五
十

4

才
か
ら

随
一
に
、
私
た
ち
の
生
活
の
笑
油
田
広
一
万
点
平
河
を
一
二
万
円
に
録
制
関
係
金
凶
川
、
絡
を
と
っ
た
双
十
闘
す
4mw
人
は
、
四
年
か
ち

炉
一
あ
っ
た
よ
う
に
、
流
伴
な
と
に
一
一
、
係
険
制
料
品
設
で
も
滅
え
る
と
い
う
毛
の
七
年
の
約
叫
制
緩
細
則
簡
明
、
も
、
曲
甘

ん
戸
ケ
改
正
さ
れ
る
ζ

と
げ
い
な
っ
て
い

O
二
十
才
か
与
三
十
問
問
才
、
で
は
あ
与
ま
せ
ん
。
附
則
の
考
令
年
余
が
災
え
ま
す
。

嚇
す
ま
す
。
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も
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十
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な
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陽
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に

み
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り

、
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術
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O
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μ付
判
叩
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白
m問円を一ニ一一冴釘開跨内附にい
φ

六
十
五
才
か
ら
議

A
A

刊
線
ゑ
を
金
が
は
じ
ま
っ
た
と
き
双
十
才

吋
…
時
前
期
間
側
、
二
十
五
年
の
勝
。
一
一
一
十
五
才
円
以
上
、
十
倍
五
十
銭
う
に
は
、
最
低
二
十
双
絡
の
を
ζ

え
て
い
た
人
に
限
ら
れ
て

吋
一
点
滴
、
二
万
四
千
円
を
六
万
円
を
一
一
日
白
川
忠
十
五
円

κ。
か
け
品
棋
を
し
て
お
く
ζ

と
が
必
い
ま
r
m
w
で
、
ま
だ
箆
民
年
余

嗣
一

mm
げh
u

ま
れ
仏
、
綴
絞
年
余
に
つ
い
て
援
で
す
α

げ
い
加
入
し
て
い
な
い
人
は
、
一

』
一

O
密
警
年
金
日
後
部
賄
側
搾
時
開
額
制
も
、
各
年
金
と
も
ス
千
四
時
治
問
し
か
し
、
灘
綴
一
応
十
六
才
か
呂
、
も
挙
く
強
入
し
亡
く
ど
さ

ト
町
一
二
万
四
千
m
門
を
六
万
m
門
氏
川
引
き
上
げ
ち
れ
ま
す
o
r
w
の
滋
ち
五
十
四
才
ま
で
の
人
は
、

ζ

い
e

一
蹴
鵠
転
入
転
出
は
十
四
日
以
内

山

町

内

転

居

の

場

合

も

必

ず

悼
私
た
ち
は
、
と
き
お
り
使
協
民

ι

炉
事
討
を
以
的
援
と
し
て
、
役
場
mw
窓

噛
ロ
で
交
付
し
て
も
ら
う
と
と
が

噸
み
ち
ま
す
が
、

gu液
体
中
山
淡
の
い

帥
ろ
い
ろ
な
便
宜
を
災
る
ζ

と
に

崎
俊
わ
れ
ま
す
。

『

ζ

の
絞
災
跡
地
料
館
判
明
度
は
、
徳

一
一
和
r
一
十
七
銀
広
帯
内
総
さ
れ
で
、

問
今
絡
で
十
関
山
長
に
は
・
号
、
じ
浅

間
一
設
か
ら
一
遣
問
、
然
災
澄
持
続

開
綴
山
知
数
行
滋
閉
が
行
な
わ
れ
ま

悼
し
た
。

加
注
目
同
裁
判
却
は
、
会
開
同
む
す
べ

で
の
仲
は
ぺ
か
世
襲
し
て
、
そ
の

同
拘
宅
隣
即
時
を
公
獄
叫
し
、
私
た
ち

の
権
利
判
、
義
絡
昏
刷
版
行
す
る
も

の
で
、
こ
の
枝
氏
鎖
的
W

総
本
、

持
一
本
同
弘
、
い
つ
で
も
交
付
京
総

で
き
、
戸
時
間
の
総
本
、
抗
日
本
の

代
討
に
す
る
ζ
と
が
で
主
る
ほ

か
に
、
議
挙
、
仙
紙
婦
問
、
田
民
生
な

ど
の
日
仲
間
中
一
滋
に
議
後
関
係
の

あ
る
乙
と
が
仲
代
同
国
対
割
引
に
よ
っ
て

偽
綴
さ
れ
ま
す
。

と
め
絞
絞
殺
柏
仰
の
嵐
山
山
山
岡
、

あ
ら
た
に
い
戦
入
し
た
概
乏
で
ま

表
向
訳
出
削
と
手
渡
制
聞

に
は
さ
ま
れ
て
い

る
に
め
、
A

口同酬の

E

た
ぴ
に
利
抑
制
倒
的
w

j

水
に
一
滋
…
緩
し

3

て
い
ま
す
。

総
合
風
シ
ー
ズ
ン

の
げ
い
そ
な
え
て
七
月

間
月
コ
十
円
口
、
青
山
地

は
臨
ん
で
、
品
開
、
刊
日
孫

王

子
m
W
A
品
開
潟
水
間
山
総

下
羽
田
け
か
行
な
わ
れ
、

3

ゑ
誌
は
、
的
問
点
本

術
事
昨
御
所
の
指
導
で

冬
糊
搬
の
本
勝
工
法

相
例
制
闘
が
科
目
な
む
れ

ま
し
仁
。

に
は
、
附
附
じ
川
市
野
村
内
で
転
回
附

し
た
総
合
同
同
、
十
開
悶
門
日
以
内
K

嵐
山
山
す
る
と
と
に
淡
め
ち
れ
て

い
ま
す
。

な
お
、
住
民
調
印

κ援
問
か
為

っ
た
ぬ
ん
判
〈
佐
世
胃
員
の
構
成
後

間
見
、
設
機
中
広
の
俊
一
史
及
び
、
世

世
帯
主
中
と
披
抑
制
僚
の
附
腕
制
梢
後
援
な

ど
〉
も
、
十
回
間
段
以
内
に
後
援

泌
を
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
ま

す。
し
か
し
、
会
関
ど
と
の
稲
野

村
で
も
あ
る
よ
う
に
、
孜
孫
子

前
聞
に
も
笠
間
民
綴
脳
陣
の
し
て
い
な

い
設
努
が
あ
り
ま
す
が
、
ぬ
燃
に

総
べ
た
と
お
り
、
円
同
議
法
務
花

謝
織
協
税
関
係
の
あ
る
乙
と
で
す
か

ち
、
ま
に
仲
間
対
愛
媛
を
し
て
い

な
い
万
は
、
鵠
制
作
拭
部
閉
織
の
市
区

役
所
、
町
村
役
織
で
発
刊
行
さ
れ

必
松
山
川
夜
間
関
委
と
認
仰
を
お
銭

ち
に
な
っ
て
箆
け
山
凶
て
く
に
き

、。L
 六

月
以
十
日
滅
後
明
知
行
な
っ

た
「
住
民
の
紫
綬
淡
ぴ
務
執
干
の

血
熱
仲
間
に
相
関
す
る
釜
惜
総
務
官
就
い
の

側側交
w
m
と
住
民
一
系
と
の
眠
法
判
奇

仰
い
な
ヱ
し
い
る
の
で
す
が
、
相
梢

館
け
で
い
戦
入
や
脚
内
向
転
騰
を
し

て
い
る
山
々
が
多
く
兇
受
け
ら
れ

ま
し
た
e

こ
れ
ら
の
方
は
、
役

閥
均
畿
抑
制
訟
の
違
反
を
し
て
い
る

わ
け
明
、
す
か
ら
、
す
「
に
開
捌
け

山
山
を
し
て
く
ど
き
い
。
ま
た
、

住
民
裂
の
滋
緩
み
た
と
総
後
湘
調
査

の
世
築
主
パ
か
交
わ
っ
て
い
る
被

務
も
倒
見
受
り
ら
れ
ま
し
に
が
、

縦
波
誠
般
に
お
入
し
た
品
開
世
帯
表
部
拘

袋
三
枚
慨
も
附
い
て
い
く
暮

で
は
、
仲
間
関
絞
め
品
出
稼
十
点
変
質

緩
を
し
て
く
だ
さ
い
。
放
機
中
市
{

後
一
史
に
よ
ち
時
出
世
帯
中
古
披
徽
脱
欧

州W
附
例
制
仰
が
商
法
っ
て
く
る
と
と
が

多
い
の
で
、
と
の
よ
う
心
結
合

は
、
拙
斡
制
制
緩
術
院
も
附
附
時
切
に
行
な

っ
て
も
ら
う
と
と
に
な
る
わ
け

で
す
。
そ
れ
か
ら
潟
市
内
級
制
慨
に

つ
い
て
勺
す
が
、
一
畿
の
入
山
川

吋
問
じ
附
町
民
往
ん
で
い
る
の
だ

か
ら
そ
の
必
授
は
な
い
だ
ろ

う
」
と
、
考
え
て
お
ら
れ
る
よ

う
で
す
が
、

ζ
れ
い
は
附
附
滋
っ
た

考
え
方
で
す
。
布
放
や
州
問
北
か

ら
災
必
ず
ナ
ヘ
穏
腐
し
た
与
、
我

孫
子
か
ら
絞
…
ハ
一
へ
一
転
嫁
す
る
と

と
も
、
開
附
じ
制
的
孫
子
で
も
百
審

議
か
ち
冨
一
刊
誌
柏
崎
仰
い
務
る
乙
と

も
、
ま
た
、
否
愛
織
の
…
か
ら

叩
肉
縁
地
の
一
一
に
移
る
こ
と
も
す

べ
て
郎
内
縁
組
肋
で
す
。
つ
ま
り

今
ま
で
絞
ん
明
、
い
た
と
と
ろ
と

ζ

れ
か
ら
仲
間
な
と

ιろ
の
崎
地
域
脅

が
途
え
ば
防
内
転
同
献
と
い
う
ζ

と
に
詰
る
わ
け
で
す
。

ま
に
、
自
分
げ
か
現
在
住
ん
で

い
る
と

ιろ
の
注
し
い
番
地
を

用
い
て
な
い
俊
樹
怖
が
あ
る
と
い

う
と
と
で
す
。
た
と
え
ば
、
千

農
家
の
皆
さ
ん
の
労
災
保
険

休
業
側
部
時
給
付
な
ど
の
特
典

幾
議
に
機
械
が
多
〈
油
開
わ
れ
機
滅
。

る
よ
う
に
な
っ
て
、
議
家
の
方
察
隊
険
料

-E
一
般
の
ヱ
織
で
品
開
く
入
と
隠
知
加
入
条
件
①
の
淡
家
は
、
希

じ
よ
う
に
、
際
情
講
ず
る
時
吋
に
お
謹
一
位
和
付
骨
盤
機
関
刺
繍
径
一
一
百
六
十

ζ

る
災
害
が
多
く
な
り
ま
し
に
玄
日
を
乗
じ
、
そ
の
綴
の
千
分

ζ

の
心
複
を
な
く
す
た
め
、
曲
織
の
ふ
が
、
一
年
衡
の
保
険
制
判
明
、

地
協
の
方
も
労
災
岡
部
品
問
託
制
淵
人
で
す
。

き
る
よ
う
V

い
は
ち
ま
し
た
。
納
入
条
件
出
唱
の
醐
隣
家
は
、
議

轡
ζ

治
国
体
燃
の
剣
入
条
件
は
、
望
品
開
品
制
緩
端
叩
け
悶
制
問

κ一
一
一
夜
六
十

品
目
選
入
を
使
っ
て
い
る
畿
蜘
眠
気
E
H

を
黍
じ
、
そ
の
綴
の
等
分

お
い
つ
も
一
人
以
上
の
樹
脂
人
告
の
双
が
一
年
間
の
深
夜
科
マ
す

縁
側
側
小
間
続
以
ぷ
使
っ
て
い
る
銭
発
銀
給
付
基
準
良
輔
酬
は
、
殺

家

。

低

限

夜

間

か

ら

議

官

鮪

=

一

千

円

ま

品
開
い
つ
も
一
人
以
上

ω廃
人
を
で
、
百
mm訟
が
み
の
綴
を
自
分

使
っ
て
い
る
幾
議
俊
樹
脱
時
前
入
、
で
選
び
ま
す
。
そ
れ
に
よ
っ
て

幾
察
知
組
一
合
法
人
の
代
察
議
。
災
警
給
付
組
餅
げ
か
後
ち
ま
す
。

品w
一

銭

縫

崩

陣

織

v

間
部
品
開
に
入
っ
て
有
利
な
と
と

次
の
綴
繊
の
臨
臓
器
解
湾
機
織
を

m
w綴
緩
後
倹
給
付
H
け
が
や
尚
開

後
っ
て
い
る
蜘
隣
家
。
気
の
機
会
、
総
削
竹
で
病
院
揮
に
入

@
動
力
耕
う
ん
拙
幌
、
そ
の
他
農
れ
ま
す
。

世
相
用
ト
ラ
ヂ
タ
i
〈
緋
う
ん
滋
③
徐
業
補
償
給
付
詰
け
が
や
出
問

効
期
出
向
同
剤
、
絞
稜
税
制
醜
附
用
機
然
然
で
仕
事
を
休
ん
だ
と
き
、
お

ま
た
は
間
滞
緩
附
用
機
具
が
逮
位
制
さ
み
臓
が
災
払
わ
れ
ま
す
。

れ
、
ま
に
は
組
制
関
き
れ
た
も
の
め
際
波
線
一
線
給
付
信
け
が
や
両
府

を

会

な

〉

気

が

な

お

ゥ

に

あ

と

も

体

に

な

品
部
そ
の
ほ
か
次
の
機
後
ん
ら
か
の
汲
液
隊
機
が
残
っ
た

融
関
カ
描
用
抑
制
出
問
、
自
国
策
銭
的
除
と
き
、
一
生
定
め
ら
れ
た
ね
料
金

捌
問
機
械
、
自
定
↓
高
校
後
品
問
機
、

M
F
中
況
判
払
わ
れ
ま
す
。

ト
ラ
ッ
ク
そ
の
後
自
走
式
運
級
品
W
滋
熊
楠
畑
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給
付
un
死
亡
し
た

り
M

M

M
明

日

仏

臥

44苛
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日
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匝湖瞳師唖臨海輯寝極

緩和41圭1'6fl30日現在

労 16.933人{総月比71人i韓〉

女 17，294人〈がぬ入機)

計 34，227人〈 グ 121人主題}

f鵠?数8，120世帯 υ49絞殺封書}

世骨品地
m
w
E
と
い
う
よ
う
に
校
蓄

が
つ
い
て
い
る
の
が
廷
し
い
総

務
で
あ
る
の
に
、
そ
の
校
識
が

な
か
っ
に
り
、
全
然
違
っ
た
地

番
を
附
用
い
て
い
る
協
同
説
明
が
あ
り

ま
し
た
。

自
分
の
仲
間
ん
で
い
る
務
総
が
蒸

し
て
日
立
し
い
も
の
か
ど
う
か
よ

く
後
か
め
て
み
て
、
も
し
間
関
滋

っ
て
い
ま
し
た
ら
、
す
「
げ
料
開
掛

け
誌
で
仲
間
所
の
際
援
を
し
て
も

ち
っ
て
く
だ
さ
い
。

菩J'lの人口働党襲

〈害時} (女)

15人 l詩人

106人 94人

日人 8人

必人 54人

721蛇機

23t投機

!民生

章式 入

死亡

転出

転入続事者

転tllt投機

部
品
り
で
お
絞
ら
せ
し
ま
し
た

よ
う
に
、
住
間
同
一
議
一
本
線
織
を
行

な
う
わ
け
で
す
が
、
転
入
、
肺
州

市
丹
駅
戦
後
絡
の
凶
間
山
尚
一
か
完
全
託
行

な
わ
れ
て
が
ち
ま
せ
ん
と
、
住

用
思
表
示
帥
問
機
の
務
務
総
滋
K
い

ろ
い
ろ
と
支
隊
を
き
た
し
ま
す

か
ら
、
住
民
登
録
の
お
綴
附
胸
燃

の
策
会
胤
関
口
り
を
し
て
く
だ
き
い

ま
す
よ
う
、
お
願
い
い
た
し
ま

す。

と
語
、
係
金
、
ま
た
は
一
時
金

M

炉
支
払
わ
れ
ま
す
。

⑦
葬
祭
料
H
死
亡
し
た
人
の
葬

祭
料
が
支
払
わ
れ
ま
す
。

品W
封
間
出
用
出
関
然
保
障
給
付
日
け
が

ま
た
は
向
的
奴
で
一
一
一
年
以
上
療
輔
捜

し
で
も
な
お
ら
な
い
と
き
、
調
温

泉
な
ど
の
治
機
総
数
?
祭
料
特
で

治
療
で
き
ま
す
e

と
の
保
険
は
、
搬
織
作
畿
に
よ

っ
て
お
き
た
、
げ
が
、
時
間
気
、

構
間
然
ま
た
は
死
亡
に
対
し
て
保

険
を
総
必
ず
る
制
制
度
で
す
か
ち

建

ぺ

い

率

試

守
ら
れ
て
い
ま
す
か

時
間
相
融
緩
地
中
淡
は
、
開
昭
和
二
十
う
な
援
物
氏
関
す
る
い
ろ
い
ろ
守

玄
年
に
制
定
事
h

供
、
徐
緩
告
は
江
制
制
緩
を
設
け
、
線
開
掲
が
安
心

む
め
と
す
る
懇
紛
の
防
火
上
、
し
て
生
活
で
き
る
よ
う
な
線
網

衛
生
上
、
車
駅
伝
の
基
準
が
絞
め
を
絞
け
て
い
ま
す
。

ら

れ

て

い

ま

す

。

と

れ

ら

の

基

準

が

守

ら

れ

る

大
創
出
し
て
、
個
々
の
慈
惣
の
た
め
に
、
作
臨
海
を
篠
崎
県
す
る
場

安
全
併
慌
を
脳
陣
殺
す
る
た
め
の
幾
合
に
は
、
終
鈴
本
一
世
轡
に
対
し
て

出
品
と
、
住
開
府
幼
談
、
前
向
祭
給
緩
磁
築
滋
慈
の
線
機
器
ず
る
ζ
と

な
ど
の
環
境
を
陥
附
議
す
る
た
め
に
な
っ
て
い
ま
す
。

の
錨
加
申
此
の
一
一
つ
に
お
け
ら
れ
ま

ζ
m
w
市
刑
務
は
、
十
平
方
メ
i

す

。

ト

ル

以

上

の

嶋

崎

合

は

、

滋

築

、

た
と
え
ば
悼
、
後
滋
に
料
い
て
改
築
の
と
き
も
か
な
ら
ず
泌
す

は
、
採
発
が
で
き
る
係
織
は
、
と
と
に
な
っ
て
い
ま
す
。

出
体
制
問
撲
の
七
分
の
一
以
上
な
け
と
の
確
認
申
相
殺
を
し
な
か
つ

れ
ば
な
ら
な
い
、
地
援
収
ど
の
た
り
、

ζ
れ
ち
の
基
準
に
い
反
し

後
数
に
弱
い
時
植
物
を
建
て
て
は
た
織
物
者
時
構
築
す
る
と
、
閣
時
総

な
ち
な
い
な
ど
が
愉
別
委
の
醐
闘
で
の
除
却
と
か
、
総
用
禁
止
を
愈

す
。
ま
た
、
総
数
の
潟
き
は
鋲
じ
ら
れ
た
ち
、
総
剛
山
に
制
特
せ
ら

れ
る
乙
と
が
あ
ち
ま
す
寄

約
と
し
、
住
田
路
線
締
構
内
に
お
い

そ
う
し
た
ζ

と
の
な
い
よ
う

て
は
二
十
メ
1
ト
J

i
、
閣
時
築
恭
準
法
を
盟
w
h
ッ
、
不

外
の
品
端
柑
楠
で
は
一
一
一
十
一
メ
!
ト
淡
総
然
的
明
者
滋
飲
し
て
、
住
み

ル
以
下
で
々
け
れ
ば
な
ら
な
い
よ
い
術
づ
く
与
の
た
め
に
か
な

な
ど
が
後
殺
の
抑
制
明
、
す
q

ら
ず
加
融
緩
市
甲
錦
繍
脅
仙
附
す
よ
う
に

猿
築
基
準
法
で
は
、

ζ

の
よ
し
ま
し
ょ
う
。

472 

幽
間
持
げ
索
以
外
の
事
故
広
州
消
し
て

は
品
輸
従
事
れ
ま
せ
ん
。

ま
た
③
の
…
帥
蹴
醐
隅
駒
郡
mw
場
合

総
入
申
請
書
曹
に
惑
い
た
機
被
告

縮
担
っ
て
お
き
た
家
裁
に
官
民
払
わ

れ
ま
す
の
で
、
知
朗
入
出
申
請
噂
慣
に

は
、
内
側
分
ぷ
幾
作
業
に
使
う
機

械
金
割
師
寺
縫
い
で
く
だ
さ
い
。

作
怯
お
、
く
わ
し
い
ζ
と
は
、

労
鈴
骨
盤
準
監
督
署
、
役
務
、
蜘
臓

移
へ
問
い
合
せ
て
徴
税
関
mく
だ

き
い
。

永
久
選
挙
人
名
簿

議
後
終
る

六
月
二
十
昨
日
曜
棉
後
で
行
な
わ

れ
た
住
民
mw
宝
〈
銭
お
よ
び
滋
撃

の
資
拘
般
に
関
関
す
る
調
査
は
、
後

さ
ま
の
と
協
力
で
、
一
一
戸
副
知
鶏
交

が
終
与
ま
し
た
。

ζ

の
朝
間
資
は
わ
た
し
た
ち
の

選
挙
権
を
、
住
所
の
移
緩
や
叫
叩

亡
と
い
う
よ
う
な
乙
と
の
な
い

か
釘
り
、
永
久
的
関
に
名
簿
に
殺

載
し
て
お
く
た
め
の
援
要
な
資

料
に
な
ち
ま
す
。

澗
鴻
鰯
闘
で
は
、
調
査
察
を
加
閣
の

淡
制
刊
と
総
合
総
資
を
し
て
、
八

月
二
十
円
悶
ま
で
に
級
官
宜
開
討
を
量

に
選
挙
人
名
簿
の
総
綴
奇
行
な

い
ま
す
。

鋼
醐
削
概
し
た
選
挙
人
名
簿
は
、

八
月
以
十
六
お
か
ら
九
月
九
円
口

ま
で
級
事
ん
に
お
み
せ
し
ま
す

な
粉
、
六
月
二
十
悶
糊
例
経
で
当

酌
聞
に
住
ん
で
い
て
本
線
交
を
行

な
わ
江
い
方
が
あ
ち
ま
し
た
ら

笈
ゑ
加
融
緩
ま
明
、
出
申
し
出
削
く
だ
語

、。L
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閣一四島一

計薗性をもたせる
と
間
部
い
ま
す
。

一
方
、
却
摘
の
心
況
は
、
学
校

か
ち
鍔
泌
さ
れ
て
、
今
ま
で
の

舗
網
制
約
涼
し
い
取
引
綿
帥
が
然
わ
れ
て

尚
隣
教
の
緩
附
闘
に
な
る
の
で
は
は

い
か
、
な
ど
い
ろ
い
ろ
心
総
は

っ
き
な
い
と
緩
い
ま
す
・
0

議
い
仙
悼
み
の
附
附
w
件
、
子
供

ω

白
岡
京
殺
を
樹
党
い
、
道
学
中
氏
で

き
な
か
っ
た
倒
険
者
伸
ば
し
て

や
る
設
、
も
よ
い
時
で
字
。

。
一
計
}
開
性
を
育
て
る

長
い
開
問
の
休
み
を
、
向
日
ム
M

M

K

よ
っ
て
、
学
習
や
家
事
の
手
伝

い
を
混
じ
え
て
計
演
を
立
て
さ

せ
て
、
一
日
一
円
割
告
自
分
の
一
山
山

越
の
ゆ
で
過
と
き
妓
る
ζ

といか

大
切
で
す
ω

。
慰
留
を
体
験
で

と
か
く
学
期
間
は
、
印
刷
刷
物
に

た
よ
る
仁
と
が
多
く
な
ち
ま
す

が
、
品
悼
み
山
m
w
仏
総
緩
め
然
d
M

依
い

の
hm
か
ら
と
か
、
附
附
州
胤
制
抑
制
燃
や

綴
肋
W

の制問
'wm
な
ど
帆
吋
附
附
脅
か
け

て
、
じ
っ
く
り
学
び
と
ち
せ
る

よ
う
比
し
ま
し
ょ
う
。

。
休
み
中
の
波
獄

ζ

の
時
期
に
は
、
と
か
く
外

で
波
ぷ

ιと
が
多
く
な
ち
ま
す

の
で
、
次
の
E
と
に
枠
拡
掛
屈
し
て

克
実
し
た
休
み
を
送
ち
せ
ま
し

ょ
h
J
。

水
遊
び
暑
く
な
る
と
、
と
か

く
水
遊
び
が
多
く
な
ち
ま
す
。

笈
休
み
小
に
頼
る
水
の
事
裁
は

終
伏
多
く
、
と
く
げ
仏
紙
時
十
郎
怖
の

附
加
榊
制
作
仏
多
く
で
て
い
ま
す
の
で

十
分
に
仲
位
協
越
し
て
く
に
さ
い
。

焚
滋
議
数
淡
河
げ
に
父
巻
と
ら

れ
て
滋
織
に
然
び
織
し
に
ち
し

て
抑
制
る
液
晶
艇
が
多
く
で
て
い
ま

す。持礼団端制明品慌に
M
M
十
分
気
を
つ
け

て
縁
関
奇
印
す
ら
せ
る
よ
う
げ
い
し

ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
高
学
年
で
は
、
市
現
遂

び
ゃ
交
友
樹
関
係
文
時
広
慈
し
て
来

行
化
を
ふ
せ
ぷ
w
楽
し
い
夏
休

み
を
送
h
ま
し
ょ
う
。

救

急

業

務

を

開

始

救
急
電
話
は
「
一
一
九
番
」

捕
削
減
壌
で
は
、
八
月
一
日
か
は
、
教
急
出
掛
者
mw
綴
送
を
同
料
品
開

ら
、
炎
適
穆
設
や
怒
時
間
期
問
者
の
と
す
る
'
も
の
で
、
数
急
円
以
外
出
り

絵
慾
構
成
務
者
行
な
う
た
め
、
機
例
え
同
体
、
当
然
そ
の
吟
織
に
予

燃
の
続
殺
や
、
機
関
の
教
育
を
刻
さ
れ
る
経
綴
な
ど
に
つ
い
て

行
な
唱
で
き
ま
し
た
が
、
と
の
は
、
後
滋
げ
札
妨
じ
ち
れ
ま
せ
ん

M
M

ど
数
納
品
綴
争
購
入
し
て
、
淡
な
わ
相
、
数
州
総
務
臨
蹴
Mymm
体
内
し
に

紺
持
者
際
紛
ず
る

ιと
に
な
り
ま
勢
分
二
一
九
緩
ん
に
φ

数
ゑ
e

し

た

。

と

泌

総

し

、

務

一

燃

や

然

的

関

緋

紙

数

滅
的
穏
で
mり
は
い
つ
仙
紙
州
制
緩
泊
制
緩
一
掛
知
市
W

疑
問
鮮
な
ど
な
る
べ
〈
終

最
近
は
、
給

与

、

信
H
V

価
が
世
間
い
の
で

意

融

土

地

所

有

者

は

注

問

少

し

で

も

有

効

ζ

肝
w

k
利
用
し
よ
う

リ
叶
卒
中
と
考
え
る
も
の

罫

で

で

す

が

、

主

境

瓦

が

も

と

で

、

と

噛

相

な

り

近

所

主

日
μ

い

取

と

い

う

ζ

吋

寸

と

が

窓

外

に

多

い
よ
う
で
す
e

僚
か
ら
「

W
A誠
一
も
で
~
絡
を
幽
純

子

供

た

ち

に

と

っ

て

、

楽

し

い

、

千

金

も

で

隊

を

災

号

い

な

み

に

し

て

い

た

笈

休

み

も

一

週

ど

と

い

わ

れ

、

と

な

ち

湾

似

の

同

開

を

す

ぎ

ま

し

た

。

つ

き

合

い

は

大

切

な

も

の

で

す

e復
農
な
臨
時
認
e

E
れ

が

な

ん

そ

ζ
で
災
仲
間
に
綴
笈
き
れ
て

広

と

い

っ

て

も

子

供

げ

い

は

魅

力

だ

氷

の

事

故

を

な

く

そ

う

い

る

籾

機

関

係

に

つ

い

て

銭

感

屯

'sagB、z，4事雀を，、，、，、，、
2もEミ，、£
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g
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‘
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，
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P
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…
器
開
輯
冊
子
供
の
飢
げ
い
で
た
赤
い
な
い
と
、
の
ど
に
た
ま
っ
た
議
る
も
の
だ
か
ら
、
あ
わ
て
ず
に
を
し
ま
す
。
替
担
か
を
た
た
い
衣
殺
を
ゆ
る
診
て
や
り
、
手

一
ポ
ツ
ボ
ツ
は

7
小
蔀
分
だ
け
だ
品
叫
が
綴
に
な
っ
て
、
伸
明
と
一
し
絡
透
し
て
、
医
者
の
来
診
を
受
た
り
、
大
声
で
同
庁
ん
ど
与
し
て
廷
を
ζ
す
っ
た
り
、
綾
部
を
経

一
唱
な
ら
と
も
か
く
、
少
し
前
吋
か
ょ
に
出
た
務
舎
で
も
、
暗
唱
議
と
げ
ま
す
。
は
い
け
ま
せ
ん
o

く
掴
押
し
た
一
号
、
大
声
で
呼
ん
ピ

一
る
よ
う
な
ら
ば
務
戒
が
必
援
で
隊
い
ち
が
い
し
た
ち
し
ま
す
。
ひ
表
つ

U
e
け
い
れ
ん
子
供
大
人
の
け
い
れ
ん
ば
、
強
や
争
、
ま
た
顔
や
駒
に
冷
水
を
吹

…

す

。

略

取

の

と

き

は

濃

い

食

滋

水

に

よ

く

あ

る

岸

部

状

で

、

急

K
体
脳
践
の
放
簿
で
お
ζ
る
も
の
と
き
か
げ
た
与
し
て
郭
戟
を
与
え

一
発
的
艇
が
ふ
え
、
熱
も
あ
る
場
合
ハ
ロ
ッ
プ
八
分
続
出
W

骨
舶
に
ゑ
蜘
掛
け
か
機
み
た
い
に
残
惜
現
し
た
り
、
者
え
ら
れ
、
テ
ン
カ
ン
、
ヒ
ス
ま
す
。

一
は
す
μ
、
、
小
附
持
制
刊
の
憾
闘
機

κ診
て
淡
級
一
M
H

い
〉
脅
飲
ま
せ
も
触
締
仕
仰
の
一
慾
M
F
J
ヒ
リ
ピ
ワ
と
激
し
テ
ワ
ー
な
ど
に
多
い
の
で
す
が
州
開
戦
の
た
あ
げ
件
、
ア
ン
モ
ニ
ア

一
も
ら
う
ζ
と
で
す
。
か
な
柑
備
陣
綿
花
、
緩
く
吋
械
か
い
常
叩
く
け
い
れ
ん
者
鎖
し
た
り
寸
る
発
作
の
際
は
努
の
間
部
議
終
液
晶
越
水
か
酷
砕
を
か
が
せ
る
の
も
一
つ

…
ゑ
病
気
の
応
滋
手
数
側
聞
で
淡
な
府
税
務
に
縦
憎
か
せ
ま
す
の
明
、
も
は
じ
め
の
と
器
な
ど
は
す
る
ζ
と
と
、
て
ん
開
問
、
帥
税
務

mw
方
法
で
す
。

…
品
税
制
時
割
問
幽
倒
哨
輔
、
十
一
一
指
険
機

1
1
0
j
j
j
i
b
e
-
s
j
a
i
l
-
-
2
8
1
1
e
j
i
s
i
l
l
i
-
-
j
i
j
や
け
ど
の
畿
放
を
相
臨
き
な
い
よ
気
が
つ
い
た
ら
、
濃
い
茶
、
赤

一
媛
、
問
問
ガ
ン
な
ど
か
ら
お

i
…

と

っ

さ

の

手

当

と

)

う

選

手

三

援

が

み

ち

ま

綴

な

ど

き

丸

、

2
3け

一

政

畿

は

陵

絞

ち

で

、

食

べ

物

の

一

日

2
…

ず

。

で

雌

械

か

く

総

か

に

休

ま

せ

ま

す

一

残

り

か

す

が

濁

っ

た

り

し

ま

す

一

家

農

の

者

簡

J

け
い
れ
ん
で
誉
総
徐
々
の
長
綴
奏
宅
か
縫
い
綿

一
応
急
手
当
は
、
絶
対

κ安
静
・

;
2
4
2
i
i
;
9
4
9
8
;
;
:
:
;
h
a
e
-
i
a
g
i
l
i
-
-
;
l
o
l
l
i
-
-し
は
、
統
綴
市
町
議
総
で
(
後
納
獄
中
本
間
嶋
明
、
品
識
に
脳
間
れ
、
ま
つ
織
な
縮
刷

一
に
し
、
絶
食
事
せ
、
な
る
べ
く
安
曲
部
が
大
切
で
す
か
ち
、
な
る
び
っ
く
り
す
る
も
の
で
す
。
細
則
氏
お
と
る
〉

ζ
m
w
議
拘
印
に
は
で
汗
密
猟
し
て
い
る
の
は
、
多

一
平
く
医
者
の
来
診
を
受
け
ま
す
べ
く
話
な
ど
を
さ
せ
な
い
よ
う
ひ
き
つ
け
が
起
っ
た
ら
、
急
制
即
時
入
惨
を
考
え
る
べ
き
で
す
分
立
制
約
で
し
ょ
う
。

一
段
い
た
も
の
は
検
て
な
い
で
、
に
し
ま
す
。
い
で
子
供
を
帥
聞
に
き
せ
、
帯
や
鎖
骨
貝
取
務
総
M

伊
奈
自
に
な
り
一
灼
刺
円
だ
っ
た
ら
木
磁
な
ど
の

一
必
ず
医
者
民
国
見
せ
る
よ
う
に
し
線
に
氷
の
う
か
i
i永
の
う
で
ボ
タ
ン
な
ど
を
外
し
て
、
休
を
冷
汗
を
減
し
て
い
る
と
き
は
、
涼
し
い
凶
持
続
に
、
設
内
だ
っ
た

一

ま

す

@

蒸

気

が

す

る

よ

う

念

ち

ば

、

遊

楽

に

さ

せ

て

や

り

ま

す

。

多

分

滋

養

燦

で

す

。

ち

鼠

遜

し

の

よ

い

と

ιろ
に
葱

…
瑠
滋
磯
山
胤
は
締
結
核
の
樋
合
訟
の
獲
さ
の
砂
崩
棋
を
あ
て
る
の
践
の
生
え
そ
ろ
っ
た
子
供
の
と
諜
を
緩
く
、
松
な
し
で
静
か
び
、
衣
類
を
ゆ
る
め
一
践
の
方
を

…
て
新
鮮
な
臓
が
滋
主
ま
じ
っ
も
、
必
燦
何
件
数
間
照
的
関
だ
と
い
わ
き
は
、
急
い
で
清
潔
な
布
を
饗
に
寝
か
せ
、
松
気
の
み
る
と
き
高
く
し
て
寝
か
せ
、
顔
や
胸
部

一
て
明
、
て
並
立
す
。
れ
ま
す
。
か
木
片
に
巻
い
て
繍
ま
せ
、
辛
口
げ
な
稼
え
て
娼
硝
を
樽
慣
に
向
か
せ
ま
に
冷
た
い
タ
オ
ル
か
氷
の
う
を

一
段
鼠
と
の
隊
別
奇
心
得
て
い
務
燦
は
議
遂
は
向
純
然
に
注
ま
を
か
定
位
い
よ
う
げ
や
し
て
務
相
翻
す
。
み
て
て
冷
や
し
て
や
り
ま
す
。
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げ
い
制
調
開
明
し
ま
す
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務
総
側
関
係
と
は
、
制
朝
日
必
銭
す

る
不
動
期
陸
部
的
谷
容
の
抑
制
互
の
潟

市
聞
を
邸
内
淡
で
想
定
し
た
も
の
で

夜
有
体
棋
は
線
対
釣
な
も
の
だ
か

ら
と
い
っ
て
境
界
線
一
ば
い
ま

で
絶
対
的
支
滋
を
主
張
し
て
は

、
か
え
っ
て
そ
れ
ぞ
れ
の
所
有
権

の
有
数
約
な
行
総
が
妨
げ
ち
れ

る
絡
祭
に
な
ち
ま
す
a

勝段取〆醗限後
mw
一
説
輔
織
を
す
る
ζ
と

に
よ
っ
て
側
関
}
A
m
w
和
利
用
闘
関
係
を

繍
桝
蛾
却
し
、
と
な
ち
近
所
mw
附附係

者
間
内
滋
に
す
る
ζ

と
明
、
す
。

た
ど
、
制
問
淡
mw
制
職
後
ず
る
も

の
は
、
如
何
削
m
m
w
幾
少
附
隅
贈
収
"
の
制
閥

蜘
鮮
明
、
す
か
ち
、
比
札
会
役
相
同
の
間
判

的
関
と
か
、
部
間
存
世
慢
の
社
会
的
慾

し
く
議
綴
く
だ
幸
い
。

相
拭
樹
廿
柑
腕
附
附
に
つ
い
て
は
、
救

急
情
障
に
ご
附
く
だ
き
い
。

な
お
、
鈴
内
病
院
に
綴
り
、

患
者
や
家
族
の
畑
討
議
げ
い
よ
り
決

定
し
、
耐
間
外
の
病
院
の
場
合
に

は
、
み
ち
か
じ
め
町
で
指
定
し

た
統
的
陣
内
以
外
は
段
送
し
ま
せ
ん

え
た
、
絶
対
安
静
の
患
者
な

ど
は
制
限
送
い
た
し
ま
せ
ん
。

災
揃
端
悩
明
放
の
場
合
は
、
数
九
品
業

務
mww
資
識
と
枇
世
醐
般
に
も
迷
絡
し

て
く
ど
き
い
。

議
と
か
を
務
燃
し
て
、

ζ

の制崩

申
此
の
蜘
桐
綿
密
約
か
す

ιと
者
心

が
け
る
に
と
で
す
。

て
隣
地
双
入
機
H
土
地
所
有

者
は
、
境
界
一
点
く
の
ぷ
作
物
の

建
設
、
仲
間
環
の
た
め
に
弘
高
官
な

範
囲
で
隣
測
の
使
用
が
明
、
き
ま

す
。
た
だ
し
、
家
の
・
問
中
へ
入
る

花
は
隣
人
の
承
諾
が
必
閣
官
で
す

ご
、
袋
地
な
ど
に
お
け
る
園
出
務

純
巡
行
権
H
鑓
田
聞
が
他
人
の
土

地
明
、
、
一
鼠
銭
公
道
氏
取
ら
れ
hu

い
場
合
は
、
い
ち
ば
ん
損
害
の

少
な
い
方
法
勺
、
と
ち
間
関
ん
で

い
る
米
地
骨
滋
行
で
き
ま
す
。

一
一
一
、
成
に
関
す
る
ね
隊
関
係
ぉ

叫
同
地
所
得
稼
は
、
官
縄
品
掛
か
ち

の
由
同
然
時
貯
水
巻
判
陥
没
す
る
繊
細
絡

が
あ
る
が
、
人
又
的
問
機
・
氷
山
同
附
離

別
と
し
て
務
者
れ
な
い
の
で
、

日
韓
授
か
ら
の
溺
だ
れ
れ
常
務
総
に

注
「
よ
う
な
総
て
品
々
は
察
さ
れ

ま
せ
ん
母

納
税
準
備
貯
金
は

紬
納
税
組
合
で

納
税
貯
相
官
組
合
制
的
変
は
、
柚
相

期
に
ま
と
ま
っ
た
お
金
を
出
向
き

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
負

強
を
緩
和
利
す
る
た
め
に
、
毎
月

帥
制
約
の
た
め
の
務
総
貯
金
を
し

て
脚
捕
に
然
怒
し
て
、
腕
制
滋
欄
間
に

な
づ
て
…
臨
時
げ
作
品
除
制
艇
が
か
か
ら

な
い
よ
う
に
絞
殺
で
き
る
と
い

う
考
え
か
ち
で
き
た
も
の
で
す
'

と
の
相
料
品
刊
に
は
綴
々
の
柏
村
然

が
あ
ら
支
す
の
で
制
概
念
知
加
入
者

お
勧
め
し
ま
す
e

。
蹴
閉
成
以
は
、
抽
納
税
者
が
十
機

説
明
内
八
上
で
如
開
会
い
か
描
併
時
摘
さ
れ
ま

す。。
総
会
を
作
っ
た
多
合
の
特
典

昭
和
開
間
十
…
年

狩
捌
側
線
期
閥
会

開
問
和
相
関
十
一
線
放
胞
泊
朝
問
鶏
州
国
髄

会
者
別
申
棋
の
と
お
き
一
行
い
ま
す

幾
務
会
は
、
相
続
殺
表
と
制
朝
、
日
M

品
告
げ
い
分
け
て
行
な
わ
れ
ま
す
。

経
験
者
議
習
と
は
、
間
関
和
一
二
十

八
E7疫
の
狩
梢
持
議
羽
田
会
mw
修
了

証
明
書
の
交
付
を
う
け
た
者

で
、
同
間
十
年
度
ま
で
三
年
逮
線

開州漏出品
U

免
許
を
う
け
、
途
夜
、

事
故
な
ど
の
な
か
っ
た
品
告
を
対

象
と
し
ま
す
。

初
心
者
繍
納
期
待
と
は
、
緩
和
伸
一
一
一

十
八
銀
絞
め
修
了
総
務
緩
め
交

付
脅
う
け
に
お
で
、
附
悶
十
緩
ま

で
…
お
係
官
総
腕
税
制
関
側
艇
の
品
加
篠
弘
亨
つ

け
る
と
と
の
で
き
な
か
っ
た
翁

お
よ
び
本
線
変
始
時
り
て
符
録
免

許
者
う
け
よ
う
と
す
る
者
を
対

象
と
し
ま
す
e

議制田口
μ
線
、
滋
端
的
は
区
域
と

と
に
窓
ぬ
ち
れ
て
い
ま
す
が
、

都
合
に
よ
ち
定
治
ち
れ
た
場
所

で
受
講
酬
で
き
江
か
っ
た
証
明
合
は

総
夜
、
業
背
骨
鯵
支
庁
出
陣
薬
譲
に

お
し
マ
て
次
の
も
よ
れ
ツ
の
会
場

で
受
議
し
て
く
だ
さ
い
。

受
察
関
申
込
世
潜
在
次
の
と
お
り

作
成
し
ま
す
の
で
、
ラ
イ
カ
削
判

智
ザ
櫛
純
一
校
、
鴻
締
務
手
数
料
〈
仰
樹

齢
醗
議
、
二
世
嗣
双
十
m
m
、
初
心
翁

蕊
資
問
問
〉
、
隊
か
ん
を
蛸
付
燃
し

て
出
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。
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五
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千
円
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②
世
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割

・
総
合
員
一
役
穏
に
つ
き

待
問
問
五
十
月

拙
制
付
件
数
制
問

e

抑
制
合
が
紡
郷
限
内
に
納
付

し
た
駒
内
線
の
給
付
機
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っ
き
、
五
m
内
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開
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帥
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繍
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川
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刊
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附
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制
怖
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関
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③
そ
の
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合
預
金
の
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耐
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組

頚
4
臓
に
く
ら
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高
原
明
、
す
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詳
し
く
は
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務
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鶏
毅
採

へ
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談
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だ
さ
い
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箆
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十
六
時
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す
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町
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献
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部
引
い
家
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書
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i
e
l
l
l
i
-
-

同
行
政
相
制
談
淡
び
仲
民
間
同
組
制
裁
を

十
五
、
十
穴
日
ご
み
収
集
中
止
問

八
月
十
五
日
・
十
六
日
は
、
山
つ
ぎ
の
と
お
き
行
な
い
ま
す
。

ご
み
の
無
料
収
集
を
都
合
に
よ
山
な
お
、
議
後
は
然
絡
で
す
む

与
中
止
い
た
し
ま
す
。
日
で
と
利
尽
く
ど
き
い
。

町
一
、
日
時
吋
八
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九
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身
元
不
明
者
を

w日
午
鈎
十
曲
対
か
ら
午
後
三
時

捜

そ

う

日

ま

で

現
在
、
身
元
不
附
明
創
刊
体
は
念
町
一
一
、
携
帯
間
寄
金
支
所
一
一
融
関

附
闘
で
約
一
、
八

0
0
体
制
耕
あ
仇
な
お
、
制
相
談
に
は
行
談
お
談

h
，
、
醐
州
内
だ
け
で
も
X
W
A
八
日
体
山
回
開
の
渡
辺
弁
議
会
が
山
州
灘
の
予

の
多
く
を
数
え
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ま
す
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す
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岡
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。
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縁
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